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   前号に続き、喜多方市立第一中学校（以下、喜多方一中）の防災教育の取組について紹介します。 

喜多方一中では、地域と学校の課題やニーズを関連させ、地域の関係機関と連携・協働しながら 

次のように防災教育を進めています。 

  令和２年度に東日本大震災の被災地を訪問し、 

津波被害や原発事故の避難から得た教訓を学ぶ 

機会を設けることで、防災学習の重要性を生徒 

自身に実感させました。 

防災教育の重要性を実感した生徒は、地域の 

豪雨災害に備えたハザードマップ作りに意欲的 

に取り組んでいます。 

 

 

 

                        地域の関係機関と連携して地域住民との地域合 

                       同避難訓練を実施し、避難所設営の訓練を行い、 

地域の防災訓練の推進役となって地域の防災意識 

の高揚につなげる取組を行っています。 

避難所での中学生の役割体験を行うに当たって 

は、学校運営協議会（コミュ二ティ･スクール）や 

消防署、地域の自主防災組織や赤十字奉仕団など 

と連携して指導体制を構築しています。 

 

 

 

防災に関する専門的な知識と地域の状況をよく 

 知るために、市の危機管理課や建設事務所の職員、 

県立博物館の学芸員を講師に招き、各種自然災害 

への対応を学ぶ学習会を３年間で完結するように 

しています。 

 

 

＝ 喜多方市立第一中学校の取組 〈その２〉＝ 
 

地域ハザードマップの作成に取り組む生徒➡ 

⬅  地域合同避難訓練における避難所設営で 

簡易ベッド作りをする生徒 

喜多方建設事務所職員による河川実地調査 ➡ 



防災教育を進める上で地域連携を図っている機関・団体 

 

□ 喜多方消防署（応急処置訓練） 

□ 塗物町自主防災会・塗物町行政区長（避難所設営に関する指導助言） 

□ 喜多方市赤十字奉仕団（避難所炊き出し支援） 

□ 喜多方市危機管理課（避難所設営及び防災教育に関する指導助言） 

□ 県立博物館 防災担当職員（防災学習講話、東日本大震災関連講話） 

□ 喜多方建設事務所（防災出前講座） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【喜多方消防署員による応急処置訓練】     【喜多方建設事務所職員による防災出前講座】 

 

防災教育を学校の中心となって進めている栁沼 勝（やぎぬま すぐる）教諭は、今後の課題につ 

いて次のように述べています。 

 「今後の連携・協働の推進に向けた課題としては、一昨年度から始まった地域との連携による防災 

教育の学習を深めるために、地域との協力体制をどのように推進していくかにあります。今後は、 

生徒が地域の一員としての自覚を深め、積極的に地域貢献を果たそうとする学習活動を企画し、 

地域の主体性を引き出す工夫をしていきたいと考えています。そのために、学校と地域の関係機 

関との役割分担をさらに明確にして、学校の負担軽減を図る指導体制を構築する必要があると考 

えています。」 

 

この実践から学ぶポイント！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「社会に開かれた教育課程」実現のモデル的な取組 
  喜多方一中では、地域と連携した実践的な防災教育を通して、生徒の防災意識や生きる
力の向上を図っています。地域合同避難訓練では避難所運営の様々な役割を生徒に担わせ
て、生徒に考えさせ、行動させるなど、地域の一員としての自覚を高めています。このよ
うな取組を通して地域に役立っている実感を得られたことが、生徒の意識向上につながっ
ています。 
「防災教育」を通じ、災害対策や命の大切さについて学ぶ中で､生徒の「生きる力」を育

みながら、災害に強い地域づくりにも貢献している、“よりよい学校教育を通じてよりよい
社会を創る”という、まさに「社会に開かれた教育課程」実現のモデル的な取組です。 
◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 
学校で防災教育を行う意味として、新学習指導要領に示された資質・能力の育成に結び

付けることが大切です。一つ一つの取組が資質・能力の育成にどうつながっているのかを
検証し、防災教育を充実させることが、非認知能力と認知能力を高め、多様な学力の向上
にもつながります。 


